
Ⅴ．評価項目一覧

入札件名：「ポータルサイト「マナビDX」の改修業務」

遵守事項
/必須要件

（○）

提案書
該当ページ

提案書
該当項番

　　　　　　　　満点
評価項目に示す内容につい
て、すべて具体的に説明され
ており、また、その内容に矛
盾がない。

　　　　　　　　部分点
評価項目に示す内容につい
て、必要な説明がされている
が、具体的な説明に欠ける部
分がある。

　　　　　　　加点無し
評価項目に示す内容につ
いての説明がない。又は、
説明が不適切（誤り、矛
盾、不十分等）である。

１．全体方針

1.1　受託範囲

1.1.1

Ⅲ仕様書「3.本役務の業務内容」に記載されている項目
を一括して受託すること（部分についての提案は認めな
い）。

遵守 -

1.2　提案するシステムの利用環境機器構成及びシステム構成

1.2.1

Ⅲ仕様書「3. 本役務の業務内容」に沿った、現状のシス
テム構成を元になった提案されているか。 必須 4

1.3　開発方針

1.3.1

Ⅲ仕様書「2.背景・目的」について、「地域デジタル人材育
成・確保推進事業（デジタル人材育成プラットフォーム構
築事業）」の事業全体に関する理解及びポイントが明示
されているか。

加点 8 8 4 0

1.3.2

Ⅲ仕様書「6.3.2.システム方式に関する事項」について、
機能により最適な開発手法を具体的に提案されている
か。

必須 4

1.3.3

本業務を実施するにあたり、重要なポイント及びリスク
（リスク対策含む）を把握した提案となっているか。 加点 8 8 4 0

1.4　導入・移行方針

1.4.1

Ⅲ仕様書「6.3.12.移行に関する事項」について、現行シス
テムで管理しているコンテンツ（データ）の移行方針が明
示されているか。

必須 4

1.5　全体の作業スケジュール

1.5.1

Ⅲ仕様書「4.スケジュール」及び「5.2.スケジュールの策
定」について、全体の作業スケジュール（概要）が提案さ
れ、具体的かつ実行可能であるか。

必須 4

２．新システムの機能要件を満たすための実現方策

2.1拡張する機能の要件の実現方策

2.1.1

Ⅲ仕様書「6.2.1.	機能に関する事項　(1)Reスキル申請連
携　①クラウドストレージ連携」について、記載項目がも
れなく明記されているか。

必須 4

2.1.2

講座申請時について、本機能導入前と、導入後について
審査効率化が認められる提案がされているか。
また、業務要求と機能要求を踏まえて、プロセスやシステ
ムが最適化される提案もしくは検討のアプローチが示さ
れているか。

加点 16 16 8 0

2.1.3

クラウドストレージについて、提案サービス、想定容量も
しくは、想定費用について、提案されているか。 加点 8 8 4 0

2.1.4

Ⅲ仕様書「6.2.1.	機能に関する事項　(1)Reスキル申請連
携　②Reスキル対応」について、記載項目がもれなく明
記されているか。

必須 4

2.1.5

Reスキル講座申請の有無や注意事項を確認できる設置
について変更時の保守作業において具体的な作業が類
推できる提案がされているか。

加点 16 16 8 0

2.1.6

Reスキル講座申請講座に絞った講座が表示手段にいて
提案されているか。 加点 8 8 4 0

2.1.7

Ⅲ仕様書「6.2.1.	機能に関する事項　(2)生成AI導入」につ
いて、記載項目がもれなく明記されているか。 必須 4

2.1.8

生成AIを使うことによって、ユーザに最適な講座を提案で
きることが認められる提案がされているか。
また、マナビDXの特性を踏まえた顧客体験として最適な
提案もしくは最適化に向けたアプローチが提案されてい
るか。

加点 8 8 4 0

2.1.9

提案のLLMについて、選択した経緯や効果についての記
載内容が提案されているか。
また、世の中の事例・状況も踏まえ、生成AIの技術特性
も踏まえた適切な選定ができている、または適切な選定
のアプローチが提示されているか。
また、生成AIの特性を踏まえ、安全性やリスクに対する
対応方針が提案されているか。

加点 16 16 8 0

2.1.10

LLMのサービス使用料が予算を超過した場合などの
ケースにおいて、運用作業において具体的な作業が類
推できる提案がされているか。

加点 8 8 4 0

2.1.11

Ⅲ仕様書「6.2.1.	機能に関する事項　(3)検索機能の修正」
について、記載項目がもれなく明記されているか。 必須 4

2.1.12

検索機能について外部IFにすることに伴い、性能要件、
セキュリティ要件等について、設計、運用上の工夫が提
案されているか。

加点 8 8 4 0

2.1.13

Ⅲ仕様書「6.2.1.	機能に関する事項　(4)特定ページの動
的生成ページ化」について、記載項目がもれなく明記さ
れているか。

必須 4

2.1.14

特定ページの動的生成ページ化をするにあたり、マナビ
DX運用者（当機構職員がオペレーションを行うことを想
定）が具体的な作業が類推できる提案がされているか。

加点 16 16 8 0

2.1.15
拡張する機能と現行システムが提供する機能との整合
性を実現する方法について提案されているか。 加点 8 8 4 0

2.1.16

Ⅲ仕様書「6.2.1.機能に関する事項」に記載が無く、業務
を行う上で必須とはならないが、利用者（事務局を含むす
べての利用者を示す）にとって有用と考えられる機能を
提案しているか。

加点 8 8 4 0

３．新システムの信頼性要件を満たすための実現方策

3.1  信頼性確保に関する要件の実現方策

3.1.1

テスト方針、検証方法・指標、目標値に関して効果的か
つ効率的な提案がなされているか。目指すべき機能、性
能等に対して、正しい目標値が設定されているか。

加点 8 8 4 0

3.1.2

Ⅲ仕様書「6.3.4.	信頼性に関する事項」について、データ
やシステムの信頼性についての方針が明示されている
か。

加点 8 8 4 0

3.1.3

システムのバージョンアップやバグフィックス時の信頼性
に関する方針が明示されているか。 加点 8

　
8 4 0

3.1.4

データのバックアップ／リストアに関する方針が明示され
ているか。 加点 8 8 4 0

４．新システムの操作性に関する要件の実現方策

4.1  操作性に関する要件の実現方策

4.1.1

Ⅲ仕様書「6.3.11.テストに関する事項」等について、テスト
方針、検証方法・指標、目標値に関して効果的かつ効率
的な提案がなされているか。

加点 8 8 4 0

入札者記入欄

必須＝必須要件事項 一覧作成　：　独立行政法人　情報処理推進機構

加点＝提案要求事項（任意） 提案者　：　

評価区分 配点

加点部分の配点基準

大
項
目

中
項
目

小
項
目

評価項目
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遵守事項
/必須要件

（○）

提案書
該当ページ

提案書
該当項番

　　　　　　　　満点
評価項目に示す内容につい
て、すべて具体的に説明され
ており、また、その内容に矛
盾がない。

　　　　　　　　部分点
評価項目に示す内容につい
て、必要な説明がされている
が、具体的な説明に欠ける部
分がある。

　　　　　　　加点無し
評価項目に示す内容につ
いての説明がない。又は、
説明が不適切（誤り、矛
盾、不十分等）である。

入札者記入欄

評価区分 配点

加点部分の配点基準

大
項
目

中
項
目

小
項
目

評価項目

５．新システムの納入文書要件を満たすための実現方策

5.1  納入文書に関する要件の実現方策

5.1.1

納入文書（設計書、各種マニュアル等）の作成基準、作
成手順について明示されているか。
文書の作成基準について、様式、書き方などの考え方が
示されているか。

加点 8 8 4 0

６．作業の体制及び管理

6.1  実施体制

6.1.1

構成要員の要員数、体制、役割分担が明確にされてい
るか。また、事業を遂行可能な人数が確保されている
か。
情報管理に対する社内規則等（社内規則がない場合は
代わりとなるもの。）が提出されているか。

必須 4

6.1.2

構成要員の役割、責任、スキルが明示されているか。
また、以下の資料が添付されているか。
・各業務従事者の氏名、所属、役職、業務経験、その他
略歴（職歴、研修実績その他経歴、専門的知識その他の
知見等）
・受託者の情報管理体制がわかる「情報管理体制図」、
情報を取扱う者の氏名・住所・生年月日・所属部署・役職
等がわかる「情報取扱者名簿」を契約時に提出できるこ
とを確約する。（「Ⅲ仕様書 7.情報管理体制」の様式にて

必須 4

6.1.3

IPAと受託業者の役割分担が明示されているか

必須 4

6.1.4

構成要員は、官公庁向けの本件システムと同等規模の
システムの開発・運用をどれくらい実施した経験がある
か。（具体的な経験事案を記載しているか）

加点 8 8 4 0

6.1.5

クラウドサービスを活用したWebサイトを構築および運用
した実績がある者を含んだ体制であるか。 必須 4

6.1.6

「GビズID」（https://gbiz-id.go.jp/top/）を活用したWebサ
イトを構築および運用、実績がある者または知見を有し
た者を含んだ体制であるか。

必須 4

6.1.7

ポータルサイトを含む情報システム構築業務におけるプ
ロジェクトマネージメントを過去に担当した実績がある
か。
また、情報処理技術者試験のプロジェクトマネージャ試
験（PM）またはそれと同等以上の資格等を取得後2年以
上の実務経験を有するものがプロジェクト管理者である

加点 8 8 4 0

6.1.8

情報処理技術者試験の情報処理安全確保支援士試験
の合格者またはそれと同等以上の資格等を取得後2 年
以上の実務経験を有する要員が含まれているか。
また、情報処理技術者試験のシステム監査技術者試験
（AU）またはそれと同等以上の資格等を取得後2年以上
の実務経験を有する要員が含まれているか。

加点 8 8 4 0

6.1.9

単なるシステム開発プロジェクトではなく、生成AIを取り
込むことによる影響を見極め、周囲との合意形成も含め
て推進できる体制が提案できているか。

加点 8 8 4 0

6.1.10

「第四次産業革命スキル習得講座認定制度」、および各
種スキル標準（ITSS、ITSS+、DXリテラシー標準等）に精
通している要員が含まれているか。

加点 8 8 4 0

6.1.11

生成AI及びAIに関して具体的なサービスに組み込んで提
供した実績がある者を含んだ体制であり、変化の早い生
成AI技術であることを踏まえ、他業界での導入や生成AI
自体の技術進化にキャッチアップできる体制が整ってい
るか。

加点 8 8 4 0

6.2  プロジェクト管理（資源・工数・要員などの計画を含む）

6.2.1

WBS単位にスケジュールが作成されているか。
作業項目の順序や依存関係は明確かつ適切に設定され
ているか。
WBS単位で工数が明記されているか。

必須 4

6.2.2

各WBSの配分は適切であり、また、リスクに応じたリザー
ブを適切に見込んでいるか。
工数や工数配分、マイルストーンの設定が、勘や経験に
よるものではなく、特定企業や自社に依存しない科学的
見積法により妥当性が分析されているか。

加点 8 8 4 0

6.3  実施環境

6.3.1

作業の実施環境について明示されているか。
作業の実施環境のセキュリティ対策について明示されて
いるか。

加点 8 8 4 0

７．その他の留意事項に関する対応

7.1  連絡体制

7.1.1

本業務におけるIPA担当者との連絡体制について明示さ
れているか。
作業の進捗状況に関する報告の方針について明示され
ているか。

必須 4

7.1.2

本業務全般において、IPA側に対する要求事項・制約事
項について示されているか。

必須 4

８．ワーク・ライフ・バランス等の推進に関する指標

8.1　ワーク・ライフ・バランス等の推進に関する指標

8.1.1

ワーク･ライフ・バランス等の推進に関する指標（女性の
職業生活における活躍の推進に関する法律、次世代育
成支援対策推進法、青少年の雇用の促進等に関する法
律等に基づく認定等の状況）

加点 10 0

項目別得点

配点構成
プラチナえるぼし

10

えるぼし3段階目 8

基礎点：　 全ての遵守項目に対し「○」が記入されており、かつ全ての必須要件事項に対し合格している場合に与えられる。（68点） えるぼし2段階目 6

えるぼし1段階目 4

加点　：　 評価基準に照らして評価し、加点する。（満点：258点） 行動計画策定 2

内訳：　各項目について、配点に示す点数を最高点として、「0～満点」の範囲で加算する。 プラチナくるみん 10

くるみん（令和4年4月1日以
降の基準）

8

合計点：　 基礎点（68点）　+　加点（満点：258点）　＝　合計点（満点：326点）
くるみん（平成29年4月1日
～令和4年3月31日までの基
準）

6

トライくるみん 4

くるみん（平成29年3月31日
までの基準）

2

5

次世代法に基づく認定（く
るみん認定企業・トライく
るみん認定企業・プラチナ
くるみん認定企業）

若者雇用促進法に基づく認定（ユースエール認定企業）

女性活躍推進法に基づく認
定（えるぼし認定企業・プ
ラチナえるぼし認定企業）

認定等の区分

・企業として、以下のいずれかに該当するワーク・ライフ・バラ
ンスの取組を推進しているか。

①女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性
活躍推進法）に基づく認定（えるぼし認定企業・プラチナえる
ぼし認定企業）
②次世代育成支援対策推進法（次世代法）に基づく認定（く
るみん認定企業・トライくるみん認定企業・プラチナくるみん
認定企業）
③青少年の雇用の促進等に関する法律（若者雇用促進法）
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